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民 生 常 任 委 員 会 記 録 

 

１．会議日時 

  令和元年６月１４日（金）  午前１０時    開会 

                午前１０時４６分 閉会 

１．場所 

  ３０１会議室 

 

１．出席委員 

  委 員 長 森 西  正  副委員長 増 永 和 起  委  員 福 住 礼 子 

   委 員 藤 浦 雅 彦   委  員 香 川 良 平  委  員 光 好 博 幸 

 

１．欠席委員 

  なし 

 

１．説明のため出席した者 

  市 長 森山一正           副市長 奥村良夫    

市民生活部長 松 方 和 彦   同部参事兼産業振興課長 吉 田 量 治 

保健福祉部理事 平 井 貴 志  同部参事 川 口 敦 子 

高齢介護課長 荒 井 陽 子      

 

１．出席した議会事務局職員 

  事務局長 牛 渡 長 子  同局総括参与 藤 井 智 也  同局書記 竹 内  恵 

 

１．審査案件 

議案第３４号 令和元年度摂津市一般会計補正予算（第１号）所管分 

議案第３５号 令和元年度摂津市介護保険特別会計補正予算（第１号） 

  議案第４０号 摂津市介護保険条例の一部を改正する条例制定の件 
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（午前１０時 開会） 

○森西正委員長 ただいまから民生常任

委員会を開会します。 

 理事者から挨拶を受けます。 

 森山市長。 

○森山市長 おはようございます。 

 協議会等々を除きますと、令和では最初

の委員会になろうかと思います。各委員の

皆さんには、何かとお忙しいところ、民生

常任委員会をお持ちいただきまして、大変

ありがとうございます。本日は、昨日の本

会議で、当委員会に付託されました案件に

ついて、ご審査をいただくわけですが、ど

うぞ慎重審査の上、ご可決いただきますよ

う、よろしくお願い申し上げます。 

 一旦退席させていただきます。 

○森西正委員長 挨拶が終わりました。 

 本日の委員会記録署名委員は、福住委員

を指名します。 

 審査の順序につきましては、お手元に配

付しております案のとおり行うことに異

議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○森西正委員長 異議なしと認め、そのよ

うに決定します。 

 暫時休憩します。 

（午前１０時１分 休憩） 

（午前１０時２分 再開） 

○森西正委員長 再開します。 

 議案第３４号所管分の審査を行います。 

 本件については、補足説明を省略し、質

疑に入ります。 

 光好委員。 

○光好博幸委員 おはようございます。１

点だけ要望だけということでさせていた

だきます。 

 １１ページの６商工費、商工振興費、商

品券システム構築等委託料というのは、こ

れはプレミアム付商品券のことですね。前

回の報告会でも話があったと思うんです

けれども、既に委託先も決まっているとい

うことと、ちょっと対象の範囲も広くなっ

ているということもありますので、ぜひし

っかりと広報というか、周知していただく

とともに、丁寧な対応をお願いしたいなと

いうふうに思います。要望とさせていただ

きます。 

○森西正委員長 藤浦委員。 

○藤浦雅彦委員 おはようございます。 

 今回の分は、１０月からの消費税の引き

上げに伴ってさまざまな取り組みという

ことでなされるということでありまして、

一つは、プレミアム付商品券、先ほどもあ

りましたけれども、これにつきましては、

先だって報告会で、その中身について報告

を受けておりますので、これについては、

とにかくしっかり不公平にならないよう

に、適切に対応していただきたいというこ

とを、これは要望しておきたいと思います。 

 それで民生費のほうで、介護保険料が軽

減されるということになっていまして、今

回、４，３９８万８，０００円ということ

で、これが予算の財源が組みかえられると

いうようなことで、一般会計のほうから繰

り入れられるということになっていると

思うんですけれども、その内訳は、半分は

国からということで、４分の１が市からと

いうことで、あと４分の１の取り扱いなん

かはどういう概念になっているのかとい

うことと、それから児童福祉総務費のこれ

は幼児教育の無償化の分です。こちらのほ

うの補正は、システム改良費等の分で、保

育料なんかは多分９月に補正になると思

うんですけれども、この介護保険のだけは

６月に組みかえをなされるということで、

なぜ９月にせずに６月にすることになっ
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たのかということを、これは始まる時期と

関係があると思うんですけれども、私は概

念としては、１０月に消費税が上がるので、

１０月から改正されるというふうに思っ

ていましたけれども、ちょっとその辺が違

うようですけれども、その辺の説明とあわ

せてお願いしたいと思います。 

○森西正委員長 答弁をお願いします。 

 荒井課長。 

○荒井高齢介護課長 それでは、ただいま

のご質問２点についてお答えいたします。 

 まず、今回の案件につきましては、先ほ

どおっしゃいましたとおり、令和元年１０

月以降に消費税率が引き上げになること

に伴い、低所得者の第１号保険料の軽減強

化を図るものでございます。予算書の１０

ページにありますように、４，３９８万８，

０００円、こちらが保険料の減額になる分

ということで、内容的には第１段階から第

３段階までの保険料にかかる割合が変更

になるというものでございます。 

 ６ページになりますけれども、それを国

２分の１、府４分の１、市４分の１という

ことで、公費でその減額分を負担するとい

うことでありまして、国庫から２，１９９

万３，０００円、府から１，０９９万６，

０００円、そして市からの１，０９９万９，

０００円を合算して、介護保険の特別会計

に繰り出すということになっております。 

 なぜ６月議会での上程かということで

ございますけれども、介護保険料は、７月

に本算定決定をいたします。この軽減につ

きましては、１０月以降の保険料というの

ではなくて、４月から３月までの年間保険

料についての割合が変わるということに

なります。７月に、条例改正した金額に第

１段階から第３段階の保険料が変わると

いうことになります。したがいまして、７

月に間に合うように今回上程させていた

だいているということでございます。 

○森西正委員長 藤浦委員。 

○藤浦雅彦委員 この介護保険の軽減だ

けは、消費税は１０月からであるけれども、

４月に遡って実は実施をされるという意

味で認識させていただきたいと思います。 

 あとの４分の１の市の負担分というの

は、今までよくやられているような交付税

に入っているか、何かに入って、どこかか

ら来ますよみたいな、探してください的な

ものになるんだろうということで理解し

ておきたいと思います。 

 軽減されるということは、非常に当事者

にとっても喜ばしいことだと思いますの

で、これは粛々としっかり執行していただ

きたいということで、お願いしておきたい

と思います。 

以上です。 

○森西正委員長 ほかにございますか。 

 福住委員。 

○福住礼子委員 おはようございます。 

 商品券の販売について、一つお尋ねをし

たいと思います。販売する先がこの市役所

の１か所というふうにお聞きをしていた

と思います。以前、臨時給付金もこの市役

所での手続だったと思うんですけれども、

今回はお買い求めに来られる方がさまざ

まいらっしゃると思いますけれども、この

市役所に来るための手段は、車、自転車、

バスのいろいろな利用があるんですけれ

ども、そのところの移動に対する配慮みた

いなことは何かお考えでしょうか。 

○森西正委員長 吉田部参事。 

○吉田市民生活部参事 それでは、福住委

員のご質問に関してのご答弁をさせてい

ただきます。 

 対象の方に関しましては、非課税世帯の
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方ということではございますが、実際に引

きかえ等や申請等、申請に関しては郵送で

させていただきますし、販売等に関しまし

ては、代理の方でも対応させていただきま

すので、もしなかなか来られるのが困難な

方ということでございましたら、代理の方

等で来ていただくことで、できるだけスム

ーズな対応をさせていただきたいと考え

ております。 

○森西正委員長 福住委員。 

○福住礼子委員 わかりました。ありがと

うございます。 

 市内に走っているバス等もございます

ので、よかったら時刻表も入れてあげると、

それらも使って来られる方もいらっしゃ

るのかなというふうに思いますので、これ

はあくまでも配慮でございますけれども、

よかったらご検討いただきたいと思いま

す。 

以上です。 

○森西正委員長 ほかにございますか。 

 増永委員。 

○増永和起委員 それでは、プレミアム付

商品券の問題について、まずお尋ねいたし

ます。 

 消費税の増税を政府は増税等で５．２兆

円程度の負担増があるというふうに言っ

ている中の２兆円程度というのは、幼児教

育の無償化や社会保障の充実による支援

ということで考えている。消費税引き上げ

に対応した新たな対策というのにもう２．

３兆円を考えて、そのうちのポイント還元

であるとか、プレミアム付商品券、すまい

給付金、次世代ポイント制度などについて

は、２兆円程度の増税分に対しての手当で

あるということで説明をしている。そのう

ちの一つが、このプレミアム付商品券とい

うことだと認識をしているんですけれど

も、このプレミアム付商品券、一つは、対

象者に対して、どれぐらいの購入があると

いうふうにお見込みなのかということと、

購入できない、しない方々というのは、ど

うしてしないと見込まれているのか。なぜ

そういうふうな見込みを立てておられる

のかということについてお尋ねしたいで

す。 

 もう一つは、システム改修費、今回上が

っておりますけれども、政府が言っている

約２兆円という大きな枠の中の話がここ

には書いていないんですけれども、こうい

う手当をいたしますよという政府の説明

のその金額の中に、こういうプレミアム付

商品券だったらシステム改修費であると

か、それから委託業者に委託をしますよね、

そういうふうなものも含まれているのか。

その２点についてお尋ねいたします。 

○森西正委員長 吉田部参事。 

○吉田市民生活部参事 それでは、増永委

員の二つのご質問についてお答えさせて

いただきます。 

 まず、どれぐらいの見込みをされている

かということですが、７０％の申請の見込

みを全体としてさせていただいておりま

す。根拠に関しましては、４年前に臨時給

付金を申請していただいて、給付金の金額

を振り込むというような制度がされてお

ったんですけれども、その申請のパーセン

テージが大体８０％強という現状でござ

いましたので、今回商品券の購入という、

申請するだけではなく引換券等で来てい

ただく、他の議員の方もどのようにして、

できるだけ受け取りしやすいようにと、配

慮するようにというご質問があったよう

に、少しそういう手間というのか、手続が

必要ですので、少し申請の率が減るのでは

ないのかということで、７０％という見込
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みをさせていただいております。ただ、実

際にこういう形での給付の制度というの

は、ほぼ初めてでございますので、実際手

続が始まった以降、場合によっては、また

給付の伸びというのが実際にはっきりし

てくるかと思いますので、その状況の内容

次第では、またお願いをさせていただいて、

補正をする場合はあるかもしれません。 

 見込みに関しては、前回の申請等を考慮

して判断させていただいたということで

ございます。 

 ２点目といたしまして、システムの改修

に関しまして、いろいろな費用の中でとい

うことではございますが、事務費用も当然

考慮を入れていただいておりますので、要

件といたしましては、基本的には委託の分

が国の補助対象になっております。 

 また、職員の場合でしたら、正規の職員

は対象外でございまして、残業等や非常勤

の方等の場合は対象になってくると書か

れておりますので、そういう費用の額が今、

おっしゃった対象と考えておる状況でご

ざいます。 

○森西正委員長 増永委員。 

○増永和起委員 今、前回の増税のときに

給付金がありました。それのときに８０％

強だったと。今回はさらに手間がかかるの

で７０％ぐらいだろうというお見込みと

いうことですね。これは消費税が増税する、

国民に大変な負担がかかる。その負担をな

くすというか、軽減するためにつくられて

いる制度だと、政府は説明しているわけで

すね。ということは消費税の増税分は全て

の人にかかってくるわけです。これについ

ての対策だと言っておきながら、それを全

ての人に対して届け切ることができない

制度だということを初めから認めた形の

政策づくりになっているということにな

ると思うんですね。本当に届いていない人

たちというのは、一体どういう人なのか、

そういう人に対してどういう手を打った

らいいのかということについて考えない

といけないと思うんです。先ほど福住委員

のお話にもありましたように、やはり非課

税で単身者の方、高齢者なんか特に、障害

者の方もそうだと思うんですけれども、市

役所まで来るのが大変だと。代理を頼まな

ければいけないが、どんな人に頼んでいい

のかもなかなか見当たらないというふう

な場合だってあるわけです。そういう人は

切り捨てられるというか、増税分だけ負担

をかぶって、これは対策ですよと、国が打

ち出しているけれども、本当はそこから漏

れていくというふうな形になっていくと

思うんですね。この問題はそういう人たち

からすれば、ただおいしそうな絵に描いた

お餅を見せられて結局自分は食べられな

いと、負担ばかりがかぶってくるという形

になっていくことだと思うんです。もちろ

ん大もとは、この制度、国がつくっている

制度ですけれども、実施していくのはやは

り市町村ですから、そこはどういった方々

がこの制度からはみ出していくのか、受け

取れないのかということについて、もっと

しっかりとした吟味というものが必要な

のではないかと思うんですが、前の臨時給

付金のときの、この８０％強は受け取りは

ったと。受け取っていない２０％弱という

のがどういう人だったかということにつ

いて把握しておられたらお答えください。 

 それから、システムの改修費とか、業務

委託料とかいうのも、政府が対策費ですよ

と言っている予算の中には入っていると

いうことですね。それは言ったら、国民の

負担の軽減には当たっていかないわけで

す。システムの業者とか、そういうところ
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にいくわけですから、非課税の方、それか

ら子育て世代の方に対しての対策と言い

ながらも、そこに対して本当に全額当たっ

ていくわけではないということの理解で

よろしいですか。その２点お願いします。 

○森西正委員長 吉田部参事。 

○吉田市民生活部参事 それでは、増永委

員の２回目のご質問についてお答えさせ

ていただきます。 

 まず１回目の臨時給付金の対象者の方

で、申請されなかったというような方に関

して、直接臨時給付金のところの対象とい

うことで判断しているわけではございま

せんが、実際に申請等の案内は事務の確認

をさせていただくと、対象者の方に全て送

らせていただいて、かつ、されていない方

に関しても促しを行ったというような内

容はお聞きはしております。ただ、申請の

手続でございますので、ちょっとその方が

どういう形で、どういう事情で出されなか

ったのかというところまでは、なかなか記

録等ではわかりかねるという部分はござ

います。 

 今回、できるだけ出していただくように

広報等だけではなくて、比較的関係機関等

にもそういう事業所等へ促す中で、できる

だけ、これから非課税の方、対象の方は、

判断していくんですけれども、どういう方

法が、良いか考えながら周知を図っていき

たいと思っております。特に福祉関係の方

が出しにくいということでしたら、そうい

う関係機関にもお伝えしていくのは必要

なことではないのかなと考えている状況

ではございます。 

 事務費用に関しまして、プレミアム付商

品券事業に関しての事務負担の部分に関

しましても、予算のですね、国の対象経費

として上げておりますので、その分に関し

ましては１０割、国が補助対象にするとい

う内容で聞いておる状況ではございます。 

○森西正委員長 増永委員。 

○増永和起委員 なかなか申請しなかっ

た人の理由を把握することは難しいとい

うお話でした。それは、確かにそうだろう

とは思いますけれども、今回は、さらに購

入者の割合が低くなるだろうという見込

みも立てておられるわけですので、その辺

は本当に丁寧に、今度は申請だけではなく

て購入ができないという場合があります

ね。お金が最初に用立てられないから購入

ができないのか、シングルマザーの方でダ

ブルワークをしてはるなんていったら、な

かなか市役所のあいている時間に来れな

いとかいろんな形があると思うんですけ

れども、その理由も含めてしっかり把握を

しながら、それに対応していただくという

ことを具体的にやっていただきたいなと

思っております。 

 摂津市は７０％の見込みだろうと思う

んですけれども、ほかにも各市は一体どう

なのかというようなこともあると思いま

す。実際の購入率が一体どれぐらいあるの

かというのも各市町村あると思いますの

で、その部分なども研究していただきなが

ら、本当にきちっと丁寧な形でやっていた

だきたい。購入できない方の理由まで、で

きるだけつかんで欲しい。質問の電話がか

かってくるというようなこともあると思

うんです。ご相談もあると思うんです。そ

ういうときにやっぱり丁寧な聞き取りを

して、これが消費税の対策に本当になって

いるのかというところを、ぜひ国に返して

いただきたいというふうに思っておりま

すので、そこの部分、よろしくお願いした

いと思います。 

 以上です。 
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○森西正委員長 ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○森西正委員長 なければ、以上で質疑を

終わります。 

 暫時休憩します。 

（午前１０時２４分 休憩） 

（午前１０時２５分 再開） 

○森西正委員長 再開します。 

 次に、議案第３５号の審査を行います。 

 本件についても補足説明を省略し、質疑

に入ります。 

 増永委員。 

○増永和起委員 介護保険特別会計補正

予算です。今回の分も消費税の増税に伴っ

て低所得者の方々の保険料を引き下げる

というお話だったと思うんですけれども、

せっかくですから、この中身、まずは説明

をいただきたいなというふうに思います。 

 現在の基準額、そして非課税の方々の保

険料率、そして基準額は多分月額で言って

くださると思うので、月額幾らになるのか。 

 それと先ほどおっしゃっていました、こ

こに４分の１、市の財源が入るということ

です、一般会計からの分だということです

けれども、地方消費税の増分というのがあ

ると思うんですけれども、その中からの一

般会計繰り出しになるというふうに考え

方として、お金ですから色がついているわ

けではないので難しいと思うんですけれ

ども、そこだけ確認をしておきたいと思い

ます。消費税の中には、国税の分もありま

すけれども、地方消費税も入っていますの

で、摂津市としても消費税が増税になれば、

その分地方消費税は上がると。その中から

のここへの手当だというような考え方で

いいのかということについてお答えくだ

さい。 

○森西正委員長 荒井課長。 

○荒井高齢介護課長 それでは、ただいま

の質問にお答えいたします。 

 先ほど申し上げましたとおり、これは消

費税率の引き上げに伴う低所得者の第１

号保険料の軽減強化ということでござい

ます。国の考えとしましては、令和２年度

に完全実施ということで、今年度につきま

しては、その半分の軽減水準で実施すると

いうことになっております。まずは年額で

申し上げますけれども、本市の基準額は、

介護保険料６万９，４８０円でございます。

今回の軽減につきましては、低所得者とい

うことで、１２段階あるうちの第１・第２・

第３段階の方の保険料についての軽減で

ございます。第１段階は、既に平成２７年

度に軽減を一部実施しておりますので、保

険料の基準額に対する割合が０．４５であ

るものを今回が０．３７５でございます。

完全実施になれば０．３と考えられており

ます。第２段階ですけれども、現在０．７

という割合を０．５７５、それを完全実施

で０．４５、あと第３段階でございますけ

れども、割合を０．７５から今回０．７２

５に、完全実施が０．７ということになっ

ております。実際の金額に当てはめますと、

第１段階につきましては、３万１，２６６

円を２万６，０５５円に、第２段階が４万

８，６３６円を３万９，９５１円に、第３

段階を５万２，１１０円から５万３７３円

に減額するものでございます。月額で納め

ていただく額ということになりますと、第

１段階は平成３０年度が２，６０５円だっ

たものが２，１７１円となります。それの

差額としましては、４３４円です。第２段

階は、４，０５３円が３，３２９円となり

まして、その差額は７２４円でございます。

第３段階は４，３４２円であるところを４，

１９７円となりまして、その差額は、１４
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５円ということになります。 

 消費税率引き上げによる財源につきま

しては、後に地方消費税の交付金となって、

市に交付されると想定はしておりますけ

れども、介護保険料の軽減分に直接充当す

るものではないと思っております。 

○森西正委員長 増永委員。 

○増永和起委員 今、お話がありましたそ

の引き下げに充てる部分を介護保険に直

接ということではないにしても、やはりこ

れは消費税の低所得者に対しての配慮と

いう形のものでございますから、その手当

については、地方消費税が地方としては交

付金という形で入ってくるということに

なるとは思いますので、そこは、増税分が

あるから、それに対しての対策費用が出て

いくんだよということで、摂津市が何もな

いところから持ち出して、そこへ充て込む

ということではないというふうに理解を

している。それはもちろん消費者が出した

消費税の中からこういう対策も出てくる

んだということだと思うんですね。その辺

は明らかにしておきたいなというふうに

思います。 

 条例のほうで詳しく話したいと思いま

すので、以上で終わります。 

○森西正委員長 ほかにございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○森西正委員長 なければ、以上で質疑を

終わります。 

 続きまして、議案第４０号の審査を行い

ます。 

 本件については、補足説明を省略し、質

疑に入ります。ございますか。 

 増永委員。 

○増永和起委員 それでは、今回の条例は、

介護保険料の軽減の部分、本来なら２年間

連続をして軽減がされていくという政策

でありますけれども、今集まっているのは、

今年度の分だけだということで、その金額

しかここには書かれていないということ

だと思うんです。 

 先ほど月額に直して、今回の部分の改定

のところというのを教えていただきまし

た。一応見通しですね、政府が示している

と思いますので、２０２０年度の見通しに

ついても、これぐらい下がるんだという話

を月額でお願いしたいなというふうに一

つ思います。 

 それと、先に言っておきますけれども、

２０１８年に総務省が家計調査を行って

おります。高齢の無職の世帯の１か月の消

費率というのは、夫婦で２３．５万円、単

身者の場合は１５万円弱というふうに言

われて、１０％に増税したら、この２％分

というのをここに掛けていくとなると、４，

３００円が夫婦世帯１か月ですね、単身者

の場合は２，７００円、これが２％増分に

当たるという一応推計というのが出てき

ています。消費税というのは、物価ですか

ら、８％で食品はいくんだよというふうに

言ってるけれども、この４月に食品はどん

どん値上がりが行われたというふうな部

分とか、医療費とかには消費税はかからな

いけれども、そこの病院にとっては、機材

であるとか、さまざまなところで消費税が

かかってくる、その部分が医療報酬の中に

乗っかっていくのではないかとか、いろん

なことがあって単純計算はもちろんでき

ないとは思うんですけれども、ざっくりと

した話で、夫婦世帯で４，３００円の増、

単身者で２，７００円の増ということがあ

ります。それに対して、今回の低所得者の

部分がどれぐらいのものであって、どうい

うふうな認識をお持ちなのか、もちろん消

費税のカバーをするというのは、この介護
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保険料の引き下げだけの話ではないので、

いろんな複合的なものがあるので、これだ

けでその部分全部カバーしますという話

にはもちろんならないのはわかっていま

すけれども、先ほどのプレミアム付商品券

の中で、７０％の人しか購入されないだろ

うという見込みを市が最初から持ってい

るというふうな、そういう問題もあるわけ

なんです。本当にいろいろ対策をとってま

すよ、やってますよと言うけれども、それ

が届いていくのかということについて、や

はり見ていかないといけないというふう

に。そうでなければ、届かない人たちはど

んどん貧困に陥ってしまうということは

片や起こっていくと思うんです。 

 もう一つ、第４段階、第５段階、基準額

の方々というのも非課税です。世帯が課税

でないということで、ここがどうして省か

れたのか、今度の対策の中から。そういう

ことについてお答えください。 

○森西正委員長 荒井課長。 

○荒井高齢介護課長 それでは、ただいま

の質問にお答えいたします。 

 先ほど国の考えでは、令和２年度に完全

実施ということで申し上げましたけれど

も、今回の条例改正につきましては、まだ

その先の金額は示しておりません。ですの

で、令和元年度、令和２年度ともに同じ額

での改定となっておりまして、今年度中に

国の方針がまた示されて、次の改正になる

という予定でございます。 

 金額としましては、今が半分の実施とい

うことで、同じ額が引かれるということに

なりますので、まず年額で申し上げますと、

平成３０年度との差は、第１段階が１万４

４２円の減額ということになりまして、月

に直しますと８６８円安くなるというこ

とになります。第２段階につきましては、

年額で申し上げますと、１万７，３７０円

減額となりまして、月に直しますと１，４

４８円減額となります。第３段階につきま

しては、年額で３，４７４円減額となりま

して、月に直しますと２８９円の減額とな

ります。 

 この保険料の軽減強化の考え方は、今は

２年間だけ示されておりますけれども、次

の令和３年度になりますと、高齢者保健福

祉計画・介護保険事業計画が次の第８期に

入りますので、その前にまた国の考えが示

されてくるのではないかと思います。 

 第４段階、第５段階の違いといいますと、

世帯全員が非課税であるということでの

線引きでしか違いが出てはこないんです

けれども、ここをもって国としては低所得

者というふうに考えていると思われます。 

○森西正委員長 増永委員。 

○増永和起委員 今示していただいた数

字ですと、第１段階の方で月額で完全実施

が行われても８６８円の差しか出ないと。

先ほど言いました夫婦世帯４，３００円、

単身者２，７００円の消費税増があるんだ

けれども、介護保険としては８６８円が第

１段階。第２段階は１，４４８円、ちょっ

と上がりますけれども、それでもそんなに

大きな金額ではないと思います。第３段階

になると、何と２８９円しか今と差がない

ということになってしまうんですね。本当

に増税分が重くのしかかるけれども、その

対策というのは、本当になかなか少ないと

いうふうに思っております。第４段階、第

５段階は、世帯が課税であっても、本人は

非課税ということで、収入が低い方々です。

そういう方々がやっぱり対象にならない

のは、私はおかしいなというふうに思って

おります。介護保険料が年金から天引きを

されますけれども、この介護保険料、例え
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ば子どもと同居してはって、子どもの扶養

に入っていらっしゃるというふうになっ

ても、その扶養の方の介護保険料とかいう

のは、年金から天引きされると税の控除も

できないんですよ。片やそういうことをし

ておきながら、課税の人がおるんだから、

あんたも面倒を見てもらえということで、

こういう金額の差も大きく出てきますし、

軽減措置もとられないと。本当に、減免の

制度の対象からもここは省かれていると

いうことになりますよね、摂津市の中でも

ね。本当にこういう方々に対してもしっか

りとした手当をしていただきたいと思う

ので、摂津市の減免制度をここまでしっか

り広げていただきたいなと、これは要望に

しておきますけれども。今の減免、第２段

階、第３段階の方々への減免も周知徹底し

てください。これも要望としておきますけ

れども、ぜひお願いしたいなというふうに

思っております。 

 本当に国の制度の中から漏れてしまう

方々というのがたくさんあって、負担がど

んとかかるにもかかわらず、そういう方々

についての対策というのがしっかりとは

届かないというのが現状ではないかとい

うふうに思います。今後、次の第８期の介

護保険の算定とかも行われていくんだと

思うんですけれども、こういう負担がのし

かかっているんだと、高齢者の皆さんに対

して。そこをしっかりと認識をしていただ

きながら、基金の活用とかいろいろなこと

があると思いますので、ぜひ負担が軽くな

るようなことを考えていっていただきた

いなというふうに思います。以上で終わり

ます。 

○森西正委員長 ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○森西正委員長 なければ、以上で質疑を

終わります。 

 暫時休憩します。 

（午前１０時４４分 休憩） 

（午前１０時４５分 再開） 

○森西正委員長 再開します。 

 討論に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○森西正委員長 討論なしと認め、採決し

ます。 

 議案第３４号所管分について、可決する

ことに賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手する者あり） 

○森西正委員長 全員賛成。よって本件は

可決すべきものと決定しました。 

 議案第３５号について、可決することに

賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手する者あり） 

○森西正委員長 全員賛成。よって本件は

可決すべきものと決定しました。 

 議案第４０号について、可決することに

賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手する者あり） 

○森西正委員長 全員賛成。よって本件は

可決すべきものと決定しました。 

 これで本委員会を閉会します。 

（午前１０時４６分 閉会） 
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 委員会条例第２９条第１項の規定によ
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